
 

赤松小三郎略年譜 

                                                            （赤松小三郎研究会） 

元号 西暦 年齢 赤松小三郎の事績  日本の動き 

天保２ １８３１  １ ４月、信州上田藩士芦田勘兵衛の次男として

誕生。（幼名清次郎 兄は柔太郎） 

 

天保８ １８３７  ７ 幼少より、叔母の夫植村重遠に算数を学ぶ。  

天保１３ １８４２ １２  （８月、アヘン戦争で

清国惨敗） 

天保１４ １８４３ １３ 藩校に入学し、漢籍と武技を学ぶ。  

嘉永元 １８４８ １８ 江戸に出て、数学者内田弥太郎のマテマテカ

塾に入り、算数、天文、測量、暦学、地理、

蘭学等を学ぶ。 

 

嘉永２ １８４９ １９  １０月、上田藩主松平

忠優、老中に就任。 

嘉永５ １８５２ ２２ 西洋兵学者の下曽根信敦塾に入り、蘭学、砲

術等を学ぶ。 

 

嘉永６ １８５３ ２３  

 

６月、米国ペリー艦隊

浦賀に来航 

嘉永７ １８５４ ２４ 春、上田藩士赤松弘の養子となる。 

夏、勝海舟に入門する。 

３月、日米和親条約締

結。 

安政２ １８５５ ２５ １０月、勝海舟の内侍（従者）として、長崎

海軍伝習所に入所し、蘭学、兵学、航海術等

を学ぶ（安政６年４月頃まで）。 

８月、松平忠優、老中

を罷免される。 

安政４ １８５７ ２７ ７月、オランダの兵書「新銃射放論」を翻

訳。 

９月、松平忠固（忠優

を改名）、老中に再任

される。 

安政５ １８５８ ２８ オランダの兵書「矢ごろのかね 小銃彀率」

を翻訳・出版。   

４月、井伊直弼、大老

就任。 

６月、日米修好通商条

約調印 

６月、松平忠固、老中

を罷免される。 

９月、安政の大獄始ま

る。 

安政６ １８５９ ２９ ４月、長崎海軍伝習所の廃止に伴い、長崎か

ら江戸に帰る。 

９月、松平忠固死去。 



 

万延元 １８６０ ３０ 咸臨丸に乗船を希望するもかなわず。 

３月、養父赤松弘没し、赤松家を継ぐ。 

１月、咸臨丸、浦賀出

発。 

３月、桜田門外の変。 

文久元 １８６１ ３１ １０月、小三郎に改名する。  

文久２ １８６２ ３２ ７月、上田藩で、調練調方御用掛を命じられ

る。 

１月、坂下門外の変。 

８月、生麦事件。 

文久３ １８６３ ３３ 春、松代藩士の娘、たかと結婚する。  

４月、佐久間象山と松代で初めて会談、以

後、象山と交流する。 

上田藩に藩政改革意見書を提出する。 

５月、長州藩、下関で

外国船を砲撃。 

７月、薩英戦争。 

８月１８日の政変。 

元治元 １８６４ ３４ ７月、佐久間象山、京都で暗殺される。 

１１月、江戸から横浜のイギリス公使館付武

官アプリン大尉等を訪ね、英語やイギリス兵

学等を学ぶ（元治２年３月まで）。  

７月、蛤御門の変。 

８月、４国連合艦隊下

関砲撃。 

７月～１２月第一次長

州征討。 

慶応元 １８６５ ３５ ２月、下曽根信敦塾に再入門する。 

４月、「１８６２年施條銃式英国歩兵練法」の

翻訳を始める。 

 

慶応２ １８６６ ３６ ３月、下曽根稽古場蔵版として、「１８６２

年施條銃式英国歩兵練法」（５編８冊）を出

版する（浅津富之助と共訳）。 

８月、幕府へ、長州征討を批判し、有能な人

材の登用、兵制の改革刷新等を求める建白書

を提出する。 

９月、上田藩主へ、人材の登用、言論の自由、

藩主自身の取るべき姿勢等について建白書を

提出する。              

１０月、京都で、江戸へ出立直前の、勝海舟

を訪ねる。京都衣棚で兵法塾を開き、英国式

兵法教授などを行う。後、薩摩藩邸に招かれ

て、兵法教授、調練等を行い、会津藩でも調

練等を行う。 

１１月、幕府、上田藩に、小三郎の開成所教

官兼海陸軍兵書取調役採用を打診する。      

１２月、上田藩、幕府の小三郎採用を断わる。 

１月、薩長盟約。 

６月～８月、第二次長

州征討。  

７月、将軍家茂急死。             

     

 

福沢諭吉、「西洋事情」

を出版。 

 

 

 

 

 

 

１２月、徳川慶喜、将

軍就任。 

１２月、孝明天皇急

死。 



 

慶応３ １８６７ ３７ ５月、薩摩藩からの依頼により「薩摩蔵版重

訂英国歩兵練法」（７編９冊）を刊行する。 

５月～ 幕府、越前藩松平春嶽（前幕府政事

総裁職）、薩摩藩島津久光等に議会政治等を提

唱する建白書（「建白七策」）を提出する。 

８月頃、幕府と薩摩藩の間を取り持つ（幕薩

一和）ため、西郷隆盛、若年寄永井尚志らと

談合する。 

８月末、上田藩の命により、いったん帰藩す

る決意をする。 

９月３日、京都５条東洞院魚棚下ルにおいて、

薩摩藩士中村半次郎（桐野利秋）らによって

暗殺される。 

１月、明治天皇践祚。 

 

５月、四侯会議。 

６月、薩土盟約締結。 

 

８月、薩摩藩武力討幕

派、長州との挙兵計画

を策定。 

 

 

９月、薩摩藩、土佐藩

との盟約を破棄。 

（参考）     

明治３９ １９０６  ５月、小三郎の弟子であった東郷平八郎大将

と上村彦之丞中将は、伊東祐亨元帥とともに

上田を訪問し、小三郎の霊位に弔祭料を供え

た。 

 

大正１３ １９２４  従五位を追贈された。  

 


